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消防庁危険物保安室

火災危険性を有するおそれのある物質等に関する調査検討会（第２回）



令和５年度の調査について

令和２年度までの調査によって、過酸化カルシウムに関する一定の知見を得ることができたが、過酸化カルシウムの粒度や純度を指定できない
など課題が残ったため、令和３年度以降も試薬等の情報収集に努めることとなった。
令和５年度の調査については、試験O.3で使用される過酸化カルシウムの純度75%品が国内で販売されていることを踏まえ、これらの臭素酸カリウ

ムとの比較検証等を実施し、新たな知見を得ることで基礎資料の拡充を図る。

令和５年度の調査について

調査物質 粒度

燃焼時間（平均値）

重量比
１：１

重量比
２：１

重量比
３：１

重量比
４：１

重量比
５：１

重量比
６：１

臭素酸カリウム 300㎛～150㎛

過酸化カルシウム
150㎛～50㎛又は

調整なし

過酸化カルシウム（標準物質）について

燃焼試験計画

令和元年度
製造会社 Alfa Aesar
純度 65%（重量％）
粒度 <150µm（約100メッシュ）

令和２年度
製造会社 関東化学
純度 55%以上（重量％）
粒度 <150µm（約100メッシュ）

令和５年度
製造会社 ： Sigma-ALDRICH
純度：75%（重量％）
不純物質内訳等：
水酸化カルシウム：10％～20％
炭酸カルシウム：10％～20％
粒度：約74µm（200メッシュ）

＊令和元年度、２年度は標準物質の
事前調整は実施していない。

粒度調整

デシケータによる調整

あり

（150㎛～50㎛）
なし

あり

（乾燥用シリカゲルを入れたデシケータ中
に温度20±5℃で24時間以上保存）

パターン１ パターン２

なし パターン３ パターン４

現状の標準物質の調整方法に則り、以下のとおりとする（案）
・目開きが150µmの網ふるいを通過し、50µmの網ふるいを通過しないものとする。
・乾燥用シリカゲルを入れたデシケータ中に温度20±5℃で24時間以上保存されているもの

下記の重量比における燃焼試験について、各パターンで実施する。
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